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 明治期以降、とくに第 2 次大戦後の戦災復興と高度経済成長期における急速な都市基盤整備によって、

現代日本は歴史的景観の多くを失ってきた。しかし都市基盤整備が沈静化した近年、わずかに残された歴

史文化を活かした観光事業が数多く展開されており、歴史に対する関心が少しずつ高まりをみせている。

そのため、都市の資産として歴史環境を蓄積・活用することが今後の課題となる。本研究では空間情報技

術を利用し、近代化により大きく変貌を遂げた大阪の変遷過程の把握を目的とする。さらに、近代化の過

程で発生・消失した都市空間で眺められた景観に歴史的価値を見出し，復元することを目指す。 
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１．はじめに 

 

現代日本における大都市の多くは明治期以降の近代化

で目覚ましい成長を遂げた．とくに第二次大戦後の戦災

復興や高度経済成長によって都市の空間構造は劇的に変

化しているため，それ以前に形成されていた過去の都市

景観を現代都市においてうかがい知ることは困難となり

つつある． 

このような背景のもと，大都市における基盤整備が沈

静化した近年，都市・農山漁村における良好な景観の形

成を促進することを目的とした景観法が 2004年 12月に

施行された．景観に関する法令が次々と施行されるなか，

最近では都市においてわずかに残された歴史文化を活か

した観光事業も数多く展開されており，歴史に対する関

心が少しずつ高まりをみせている．つまり，都市の資産

として歴史環境を蓄積・活用することが都市の魅力を考

えるうえで今後重要になるといえる． 

一方，高度情報化社会の真っ只中にある近年では空間

情報技術も急速に普及し，GIS（Geographic Information 

System）の利用がより身近になっている．国土交通省に

おいて 2003年に取りまとめられた美しい国づくり政策

大綱では，技術開発としてGISを用いた３次元景観シミ

ュレーションによる景観の対比・変遷分析がテーマとし

て掲げられている．とくに，変遷分析のような長期的な

時空間情報の処理を可能とすることから，歴史研究の分

野においてGISが有効なツールとして活用されている． 

 

 

２．研究の目的と方法 

 

 研究の対象地となる大阪は江戸期より水辺を活用する

ことで水都として栄えたが，今では関西圏の公共交通機

関の結節点が集積し，高層ビルが林立する近代都市へと

変化している．また，江戸や京とともに三都と称されて

いたことから，過去と現在の景観対比による研究は行わ

れてきたが変遷に関する研究は十分ではない．そこで，

本研究では収集した史料をもとに空間情報技術を活用す

ることで，都市が近代化する明治から現代までの大阪の

歴史的変遷を明らかにすることを目的としている．くわ

えて，近代化の過程で発生・消失した都市空間で眺めら

れた景観に歴史的価値を見出し，復元することを目指し

ている． 

具体的にはGISで構築された地形図データベースを用

いて，歴史環境となる空間データを作成した．作成した

空間データは本研究室で構築された歴史環境データベー

スと併せ用いることで，変遷過程を２次元的に整理・把

握している．さらに， CAD/CGで都市モデルを構築し，

３次元変遷景観シミュレーションを行い，近代化にとも

なう都市景観の変貌をヴィジュアルに表現することを試

みている． 



 

 

図－1 対象地 

表-1 地形図データベース ３. 研究の対象地域 

 

 変遷把握を行うにあたり，近代化以前の大阪につい

て把握しておく．まず，明治初期の行政界を現代空間上

に示すことで市制成立前と現代の大阪の空間的位置関係

を把握した．具体的には本研究室で所有している明治５

年の大坂図をGISに定位し，当時の市境界から近代化以

前における大阪の拡がりを明らかにした(図-1）． 

明治 22(1889)年の市制成立時における大阪は江戸期の

大坂三郷と呼ばれる町割りをもとに形成されている．当

時の市街地は大阪城の西，旧淀川流域(大川，中之島，

安治川)から難波の間で縦横に開削された堀川を骨組み

とし，包含するように形成されていることを確認した．

戦後復興期までの大阪は既成市街地に多くの堀川が存在

していたが，近代化や戦災復興にともない多くの堀川が

埋め立てられている．そこで，本研究では大阪繁栄の礎

として今も存在する旧淀川流域を中心に変遷把握を行う

ことにした． 

 

 

 

 

 

４．変遷データベース 

 

(1)地形図データベース 

 都市変遷の研究では長期にわたる変化を効率よく整理

することが必要となる．そのため，近代化以前のようす

が詳細に記録されている明治中期から約 20 年ごとに６

期にわたって研究室で整備されてきた地形図を用いるこ

とにした(表-1）．なお，本研究では本研究室で構築さ

れた地形図データベース 1)を活用している． 

 

 

 

(2)市街地データベース 

本研究室ではこれまで近代建築 1)，橋梁 2)，堀川 3)，

鉄道 3)，地下街 3)のデータベース化が行われている．そ

こで，本研究では市街地の拡大と既成市街地の変化に着

目し，市街地データを作成した．そして，作成したデー

タを既存データベースと併せることで変遷データベース

を構築している． 

さらに，湿地帯や周辺集落についても地形図より作成

した．明治中期の湿地帯に関しては国土地理院長の承認

を得て，技術資料 D1-No.633「明治前期の低湿地データ」

を利用し作成している(承認番号 国地企調第 50号 平

成 25年5月 8日)．また，このデータは三角点が整備さ

れる前に作成されたため，場所によってかなり誤差を含

んでいることが留意点として挙げられているが，作成デ

ータとの調整を行いながら利用している． 

 

 

５. 大阪の近代化 

 

(1)市街地の拡大過程 

 大阪の歴史的変遷において市街地の拡大変化は著しい

(図-2)．とくに，明治 7年に開設した官営鉄道の梅田停

留所(後の JR 大阪駅)は当時，既成市街地の北端に設け

られていたが，昭和初期には周辺が市街地で埋め尽くさ

れている．明治 43(1910)年には中津川の改修にともない

新淀川が形成され，堂島・天満周辺では「北の大火」と

呼ばれる大火災が発生し，市街地の一部が焼失している

(図-3)．くわえて，鉄道・市電路線が集積していること

がわかる．なお，大火災による被災状況はGIS上に史料

を定位して被害範囲を割り出すことで，より詳細に明治

後期の市街地データを作成している．昭和初期には大阪

駅付近で新たに掘割が形成されており，水陸の結節点と

して機能していたことがうかがえる(図-4)．戦後復興期

から高度成長期では戦災により広範囲にわたって消失し

ていた市街地が戦災復興で再び形成されているほか，都

市内に広がっていた堀川の多くが姿を消し，地上を走っ

ていた市電は地下鉄へと姿を変えていることを把握した

(図-5)．  

編年 名称　(縮尺) 年代

明治中期 仮製地形図　(1/20000) 明治22年(1889)

明治後期 正式図　(1/20000地形図) 明治43年(1910)

大正期 正式図　(1/10000地形図) 大正10年(1921)

昭和初期 正式図　(1/25000地形図) 昭和5年(1930)

戦後復興期 正式図　(1/25000地形図) 昭和25年(1950)

高度成長期 正式図　(1/25000地形図) 昭和45年(1970)
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(2)既成市街地の更新 

長期的な都市開発には市街地が拡大する一方で，既成

市街地における更新が同時に繰り返されており，都市景

観にも影響が及んでいることが考えられる．本研究では

先行研究として，地形図から判読できる建造物に着目し

た土地利用変化の把握を行っている4)．その結果から，

大正期にみられた建造物の多くは明治中期に発生し，昭

和初期に消失していること，跡地の多くは住宅や公園に

転用されていることを把握している(表-2)．そこで，こ

れまでの２次元における変遷把握の結果をもとに，３次

元モデルを構築する． 

 

 

 

 

 

６. 変遷景観シミュレーション 

 

(1)３次元都市モデルの構築 

地形図を用いた変遷把握の結果，近代化が進展する過

程で梅田周辺が大きく変貌していることが確認できた．

そこで，近代化の過程で発生・消失した特徴的な都市空

間の存在を梅田周辺で探ることにした． 

具体的にはGIS上で構築した変遷データベースを活用

し，CAD/CGと連携することで往時の大阪・梅田を復元

する．そして，明治から現代でな都市景観の変貌を視覚

的に理解しやすくしている．現在の梅田を形成する要因

となったJR大阪駅は史料・図面をもとに３次元モデルを

作成した5)(図-6)．３次元都市モデルの構築に用いる地

形モデルは数値地図50mメッシュ(標高)にくわえて，遠

景域に数値地図250mメッシュ(標高)を併せることで大阪

から山岳までの最大認知距離（70km）を考慮して作成し

ている6)．さらに，大阪駅周辺には町家モデルを配置す

ることで時代ごとの都市景観を再現している． 

 

 

1 造幣局
2 三菱金属大阪精錬所
3 天満紡績会社
4 大阪合同紡績会社
5 東洋製紙会社
6 大阪電気分銅会社
7 大日本紡績会社
8 大阪紡績会社
9 大阪モスリン会社
10 住友伸銅所
11 ラサ島燐砿大阪工場
12 泉布観
13 控訴院
14 天満宮
15 大阪駅
16 日本橋梁会社
17 大福紡績会社
18 大阪電燈会社安治川発電所
19 日本毛織会社
20 住友製鋼所
21 大阪鉄工所
22 住友電線製造所
23 日本染料会社
24 大阪舍密工業株式会社
25 東洋紡績四貫島工場
26 商工会議所
27 大日本アルミニウム製造所
28 大阪電燈春日出発電所
29 ペイント会社
30 摂津製油会社
31 島田硝子工場
32 若松町分監
33 北野中学校
34 豊崎圧延工場

主要建造物名
明治 大正 昭和 平成

1950 2000
元禄〜慶応

表-2 建造物の存在期間 

図-2 市街地の拡大過程 

図-3 新淀川の形成と既成市街地の焼失 

図-4 掘割の形成 

図-5 堀川の消失と鉄道網の変化 

中津川 新淀川 

明治中期 明治後期 

昭和初期 

明治後期 明治中期 

昭和初期 大正期 

高度成長期 

高度成長期 戦後復興期 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)明治・大正・高度成長期の梅田 

 梅田停留所が開設して間もない明治中期は梅田停留所

北側に湿地帯が広がっていた．さらに，大正期には建造

物が拡がり，高度成長期においては現代大阪でみられる

都市景観を形成していたことを変遷景観シミュレーショ

ンを通じて再現している(図-7;図-8;図-9)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．おわりに 

 

(1)結果 

GISの利用により近代化にともなう大阪の変遷過程を

整理・把握した．また，市街地をベクタデータとして抽

出し，変遷分析を行うデータベースを作成した．さらに，

大阪・梅田の３次元都市モデルを構築したことで近代化

の過程で発生し，消失した都市景観を景観シミュレーシ

ョンにより再現することができた． 

 

(2)今後の展開 

今後の課題として，３次元都市モデルにおける建造物

の精緻化を行い，引き続き，近代化の過程で消失した特

有の都市空間の存在を探り，歴史的価値ある景観を復元

することが挙げられる． 
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図-6 作成した大阪駅舍モデル 

梅田停留所 ２代目大阪駅 

３代目大阪駅 

図-8 大正期の大阪・梅田 

図-9 高度成長期の大阪・梅田 

図-7 明治中期の大阪・梅田 
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